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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２４年１０月２４日（水）午前１０時　３分　開会

　　　　　　　　　　　　　　午前１１時２０分　閉会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長 森西　正  副委員長 柴田繁勝  委　　員 大澤千恵子

委　　員 渡辺慎吾  委　　員 安藤　薫 

１．欠席委員

なし



１．説明のため出席した者

市　長　森山一正 教育長　和島　剛

教育次長兼次世代育成部長　馬場　博　　　　

教育総務部長　登阪　弘　　総務課長　岩見賢一郎　　子育て支援課長　木下伸記

次世代育成部次長兼教育センター所長　前馬晋策　　　教育政策課長　若狭孝太郎　

こども教育課長　小林寿弘　教育推進課長　撰田裕美　児童相談課長　北橋ひとみ

生涯学習部長　宮部善隆　　同部次長兼文化スポーツ課長　布川博

生涯学習課長　柳瀬哲宏

　　　　　　

１．出席した議会事務局職員

事務局局次長　藤井智哉 同局総括主査　湯原正治

１．審査案件

議案第４４号　平成２４年度摂津市一般会計補正予算（第２号）所管分
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（午前１０時３分　開会）

○森西正委員長　ただいまから、文教常

任委員会を開会します。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　きのうは雨がしっとりとよく降りまし

たけれども、きょうは打って変わってお

天気になりました。皆さん方には、お忙

しいところ、文教常任委員会をお持ちい

ただきまして、大変ありがとうございま

す。

　きょうは、一昨日の本会議で当委員会

に付託されました案件についてご審査を

いただくわけですけれども、何とぞ慎重

審査の上、ご可決賜りますよう、よろし

くお願いいたします。

　一旦、中座させていただきます。

○森西正委員長　あいさつが終わりまし

た。

　本日の委員会記録署名委員は、安藤委

員を指名します。

　暫時休憩します。

（午前１０時４分　休憩）

（午前１０時５分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　議案第４４号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　馬場教育次長。

○馬場教育次長　議案第４４号、平成２

４年度一般会計補正予算（第２号）のう

ち、次世代育成部所管につきまして、補

足説明をいたします。

　まず、歳入でございますが、１０ペー

ジをごらんください。

　款１５、府支出金、項２、府補助金、

目２、民生費府補助金、節４、児童福祉

費補助金のうち、地域福祉・子育て支援

交付金（特別枠）につきましては、市内

の小学校３年生から６年生を対象に、学

ぶ意欲と自学自習力を基盤とした学力向

上の取り組みとして、土曜日の学習室を

開催する子どもの学び居場所づくり事業

と図書資料の購入等により、子どもたち

が身近な地域で本に触れる機会の提供を

推進する市民図書館運営事業に対する交

付金で、その事業費の全額１９２万７，

０００円が大阪府から補助されるもので

ございます。

　次に、歳出でございますが、１６ペー

ジをごらんください。

　款９、教育費、項１、教育総務費、目

３、教育センター費につきましては、先

ほど申し上げました子どもの学びの居場

所づくり事業に関する取り組みとして、

学習室での学びの支援として退職教職員

等をサポーターとして配置するための報

償費のほか、学びの環境づくりのための

図書資料や教材を購入するための消耗品、

備品購入に要する経費でございます。

　この財源として、先ほど歳入で説明い

たしました府補助金が全額充当されます。

　また、節１３、委託料、学校ＩＣＴ化

支援委託料につきましては、学校ＩＣＴ

化支援事業において、中学校区に１名、

教育情報化コーディネーターを配置し、

学校現場における情報活用能力育成の実

践を支援するために要する経費で、その

事業費の全額が、歳入の１０ページにご

ざいます緊急雇用創出基金事業補助金の

一部として大阪府から補助されるもので

ございます。

　以上、簡単ではございますが、平成２

４年度摂津市一般会計補正予算（第２号）、

次世代育成部に係ります補足説明とさせ

ていただきます。

○森西正委員長　登阪教育総務部長。

○登阪教育総務部長　議案第４４号、平

成２４年度摂津市一般会計補正予算（第

２号）のうち、教育総務部が所管してお
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ります事項につきまして、補足説明をさ

せていただきます。

　今回補正いたすものは、予算書の３ペー

ジ、第２表、債務負担行為の補正でござ

います。事項といたしましては、学校給

食調理業務等委託事業で、期間は平成２

５年度から平成２７年度まで、限度額と

いたしましては、１億９，８００万円で

ございます。内容は、小学校給食調理業

務委託料で、現在委託しております鳥飼

西小学校と鳥飼北小学校、さらに平成２

５年４月より予定しております味舌小学

校の３校分で、１校当たり年間２，２０

０万円で、委託期間を３年間と設定して

おります。

　なお、平成２２年第３回の議会にて可

決いただきました債務負担行為の補正で

は、現在、契約しております鳥飼西小学

校の給食調理業務委託料として、期間を

平成２３年度から平成２５年度とし、ま

た、限度額６，１５０万円を設定させて

いただきましたが、鳥飼北小学校や今後

の委託校拡大も見込み、契約年度を合わ

せることにより、効果的・効率的な委託

ができるよう、鳥飼西小学校の業務委託

期間を２年間として契約を締結させてい

ただいております。

　以上、平成２４年度摂津市一般会計補

正予算のうち、教育総務部に関わります

補正予算の補足説明とさせていただきま

す。

○森西正委員長　宮部生涯学習部長。

○宮部生涯学習部長　議案第４４号、平

成２４年度摂津市一般会計補正予算（第

２号）のうち、歳出につきまして、生涯

学習部に関わります部分について補足説

明をさせていただきます。

　１６ページ、款９、教育費、項６、図

書館費、目２、図書館管理費の増額は、

大阪府地域福祉・子育て支援交付金の１

０分の１０補助として、子ども読書活動

を推進するため、身近で本に親しんでも

らえるような図書環境の充実を目的とし

た読み聞かせ会の実施に要する図書、及

び図書館器具費の計上によるものでござ

います。

　以上、生涯学習部に関わります補正予

算の補足説明とさせていただきます。

○森西正委員長　説明が終わり、質疑に

入ります。

　安藤委員。

○安藤薫委員　おはようございます。

　それでは、議案第４４号について、二

つの項目について伺いたいと思います。

　一つ目は、今ご説明いただきましたが、

緊急雇用創出基金事業補助金を使った学

校ＩＣＴ化支援委託料についてでござい

ます。

　このＩＣＴに関連する事業といたしま

しては、平成２１年１０月に、学校や幼

稚園の校内ＬＡＮ整備工事であるとか、

地デジ工事、それから電子黒板、パソコ

ンとか、デジタルテレビが各学校に配置

される予算が組まれて、繰越明許等があっ

て平成２２年に完了したものだというこ

とだと思います。

　その際にも幾つか、何回かお伺いをし

たかと思いますが、学校現場でこのよう

にデジタル機器を活用して学習の内容に

生かしていくんだということでありまし

て、どのように活用されているのか。そ

れから、今までと教え方が大きく変わっ

ていくということで、この活用する方の

スキルアップをどのようにされているの

かということもお聞きしてたと思います。

　そんな中で、ＩＣＴサポーターを派遣

して、月１回から２回の研修を行ったり

とか、大阪府教育センターと連携して研

修も実施してきたというようなことをお

答えいただいてきたかというふうに思い
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ます。

　今回、この委託の事業は、情報化コー

ディネーターを中学校ごとに配置される

ということでありますけども、これまで

の取り組みの到達点ですね、どのように

活用されているのか、活用の実態。それ

から、学校や先生の間でも、やはりその

スキル問題がありまして、大分、差が当

然あってしかるべきだと思いますが、そ

の辺の格差の是正であるとかいうような

取り組みと到達。それから、今回の情報

化コーディネーターを配置することによっ

ての効果をお聞かせいただきたい。

　あわせて、今回のコーディネーターに

ついては、どのぐらいの期間、配置がで

きるのかということについても、お聞き

しておきたいと思います。

　二つ目は、債務負担行為の件です。小

学校給食の調理業務の委託の件でござい

ます。

　一昨日の本会議で少しお聞きしました

が、鳥飼西小学校で３年間の債務負担行

為をしていたけれども、契約の際に、鳥

飼北小学校の更新時期に合わせるという

ことで２年の契約をしてたということで、

私は、この点については本会議でも申し

上げましたように、債務負担行為ともち

ろん契約というのは、直接全く同一のも

のかと言えば違うのかもしれませんが、

議会に対する説明、それから業者選定に

おいては、やっぱり３年間というスパン

の中で、どのように給食業務をやってい

くのか、委託していくという大事な問題

であって、これが２年でやられたという

ことに、実は非常に遺憾に思っておりま

す。改めて、そのことについては申し上

げておきたいと思います。その上で質問

していきたいと思います。

　学校給食調理業務の民間委託について、

この間も何度も意見を申し上げてきまし

たし、議論もしてまいりました。

　今回、味舌小学校を新たに追加して、

鳥飼西小学校も契約を早めて、３校同時

でちょうど更新時期もしくはスタート時

期を迎えるというときに当たりまして、

改めて給食のあり方、調理業務の民間委

託が本当にいいのかどうかというのを、

もう一回、原点に立ち戻って考えるチャ

ンスではないかなと私は思っているんで

す。

　学校の調理業務の民間委託については、

安全・安心の責任を直接負うべき学校給

食を、常に偽装請負という、法を脱する

ようなものだと疑いがかかるような民間

委託をやっていると。この際、こういう

やり方を改めて、学校給食法に基づいて

直接、調理員を雇用して給食を運営して

いく見方に見直していくべきではないか

というふうに思うんですけれども、その

点についてのお考えを最初にお聞きして

おきたいと思います。

○森西正委員長　答弁をお願いします。

　撰田課長。

○撰田教育推進課長　学校ＩＣＴ化支援

事業に関わりますご質問にお答えいたし

ます。

　平成２３年１月に、これまで導入いた

しましたＩＣＴ機器に関しましては、先

ほど質問にもございましたように、ＩＣ

Ｔサポーターを月１回から２回派遣し、

基本的な操作を中心として研修を行って

まいりましたが、そのＩＣＴサポーター

派遣は平成２４年６月で終了いたしまし

た。今回のこの緊急雇用の基金を活用し、

ＩＣＴ機器をさらに効果的に授業改善に

生かすための研修を行いたいと考えてお

ります。

　以前にも説明をさせていただきました

とおり、手元を大きく映したりという、

実物を拡大するなどのような、そういう
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活用については、かなり一定の効果が得

られているというふうに捉えております。

教職員のアンケートなどでも、約７割の

先生方が授業にそういうＩＣＴ機器を生

かすことができるというふうに回答して

いる現状でございます。

　しかし、とりわけ子どもたちの意欲・

関心の向上につながる授業改善という観

点におきまして、もう少し活用の仕方の

スキルアップといいますか、拡大するだ

けではなく、調べたり、本当にデジタル

機器の活用を、もっと効果的にすること

が今回の目的でございます。

　中学校区に１名配置しまして、１中２

小、その中学校区をその方に担当してい

ただき、その先生方のニーズに応じた支

援をしていただこうと思っております。

　ですから、機器の準備から授業改善の

活用の内容まで、トータルでこのコーディ

ネーターが巡回をして指導をしていくと

いうふうに考えております。

　期間に関しましては、基金の関係上、

本年度の３月末で、この活用は終了とい

うことでございます。

○森西正委員長　岩見課長。

○岩見総務課長　給食調理業務の委託に

ついてのご答弁をさせていただきます。

　以前にもいろいろと議論がございまし

て、そのときにもご答弁させていただい

ておりますけれども、小学校の給食調理

業務委託につきましては、本市の行財政

改革に基づきまして、効果・効率的な学

校給食の運営の下で、安全で安心なおい

しい給食の提供に、教育委員会が一切の

責任を負うという形で実施をしてまいっ

てきたところでございます。

　今後も、直営と何も変わることなく、

安全で安心しておいしい給食が子どもた

ちに提供できるようしていくものと認識

をしておるところでございます。

　したがいまして、現時点での給食調理

業務等を民間委託から直営に戻すという

ような考えはございません。

　続きまして、偽装請負ということが疑

われることが多いということでございま

すけれども、それで直営への見直しはな

いかということでございます。

　本市の調理業務委託におきましては、

民間業者に対して、仕様書の中で調理方

法や施設、設備の点検方法などを定めた

上で業務を委託しております。受託者は、

対象となる学校に業務責任者を配置し、

調理員を直接、指揮監督をして業務を遂

行していただいております。

　また、仕事の割り振りや、また調理の

順序等の調整は、業者のほうが作業工程

表及び作業動線表を作成していただいて

おり、市は契約の履行状況について、仕

様書に基づき、また、業者の責任者に対

して指示をし、検査、確認を行ってきて

いるものでございますので、法の基準に

適合しておるというふうに考えておりま

す。

○森西正委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　ＩＣＴのほうでございま

すが、もう既に平成２４年６月に、さき

のＩＣＴのサポーターの派遣が終了して

いて、７割の先生が一定生かしているけ

ども、さらにスキルアップをしていくと

いうような点での今回のコーディネーター

の配置だというようなご説明でありまし

た。

　現状、７割の方が生かし切れていて、

さらに子どもの意欲を上げていけるよう

な中身で、どう活用していくのかという

ことでありますし、それぞれのニーズに

合わせてコーディネーターをしていくん

だということであります。そのコーディ

ネーターを委託する先は、どういったと

ころになるのか。どんな方が来られるの

－5－



か。そういうコンピュータやデジタル機

器に強いというだけの方なのか、それを

教育にどのように生かしてきたのかとい

うノウハウを持っておられる方なのかど

うか、その点をお聞かせいただきたい。

　それから、この事業は、緊急雇用創出

基金事業補助金ということもあって期限

があると。今年度末で終了してしまうと

いうことなんですが、こうしたスキルアッ

プをしていくために、専門的な知識を持っ

た方が現場に入って、その都度ニーズに

合わせて支援をしていくということは、

短期間でももちろん効果があるのかもし

れませんが、地道に子どもたちの様子を

見ながらしていく必要があるのじゃない

かなと思うんですけれども、この期間、

今年度末、終了の後についての、このＩ

ＣＴの活用について、どのように考えて、

ＩＣＴの活用をさらにスキルアップをし

ていったり、それから残りの３割の方々

も、少なくとも生かすことができるとい

うようなスキルアップに役立てていくた

めの施策を、どのように考えているのか

について、お聞かせいただきたいと思い

ます。

　それから、給食の民間委託について偽

装請負ではないと、今のご答弁で、一切

の責任を市が持って、直営と何も変わる

こともなくやっていくんだということで、

このまま民間委託を進めていくというよ

うなご答弁でありましたが、改めて、そ

れなら民間委託を進める理由について、

聞いておきたいと思います。なぜやるの

か。

　直営と変わらず、一切の責任を持つと

いうことであれば、一切責任を持つ直営

でやればいいんじゃないかというふうに

思うわけです。わざわざ民間の業者にお

願いをして、民間の業者は、その受託の

範囲の中、委託金の中で、市の直営と同

じような調理方法、食材を使い、メニュー

をつくり、チェックをやり、研修を行っ

て、しかも、その中で会社として利益を

上げ、次への設備投資に控えなければい

けないというようなことになりますと、

当然コスト高になるというふうに考えま

すが、メリットをどう考えているのか、

聞きたいと思います。

　それから、一切の責任を持つと、直営

と何も変わることもなくというふうにおっ

しゃいましたけども、その安全はどうい

うふうに担保されるのか。

　今、仕様書で細かくいろいろやられる

と言いましたけど、具体的にどんなとこ

ろまでやるのか。学校給食の実施基準と

いうのがありますし、衛生基準というも

のもあったり、それから調理の基準とい

うのも摂津市で作成されているかと思う

んですけども、それをどのように担保し

ていくのか、聞きたいと思います。

　それから、業者の選択ですね。今度、

もしこれを民間委託でやっていく場合に、

業者をこれまではプロポーザル方式で、

値段だけでなくて、いろいろな項目を設

けて、選定委員会を設けてやられたとい

うことでありますが、今度、三つの小学

校での選定ということになります。その

選択の方法と、それから選択の基準、審

査ですね、検証をどのように考えている

のかについてもお聞きしておきたいと思

います。

○森西正委員長　撰田課長。

○撰田教育推進課長　委託の業者ですけ

れども、これまで学校教育現場での支援

事業の経験を持っている業者に、プロポー

ザルで、今後、決定していきたいと考え

ております。単なるエクセルやワードが

使えるようになるというだけでは、学校

の授業等に生かすというのは、少しそぐ

わないところがありますので、そういう
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事業展開を経験されているところでと考

えております。

　その後の、今年度末以降の件ですけれ

ども、とりあえず今年度までは、たくさ

ん入れていただきましたデジタル機器を、

より有効に、せっかく入ったものをもっ

と活用できるということを目的としてお

ります。一定３月で終了しました後、効

果検証いたしまして、こういうデジタル

機器は非常に進歩も速い状況ですので、

今後、その機器も含めて、どういう支援

が必要なのかということを検討した上で、

学校のニーズに応じたように支援してい

けたらというふうに考えているところで

す。

○森西正委員長　岩見課長。

○岩見総務課長　調理業務の委託の件に

つきまして、２回目のご答弁させていた

だきます。

　まず、委託を進める理由ということで

ございますけれども、やはり第４次の行

革に基づき、民間に任せれるところは民

間に任せるということが大原則でござい

ますので、なおかつサービスの低下がな

いということを前提に、委託を進めてい

るところでございます。

　この２４年度末におきまして、給食調

理員の退職が１名ございます。それと、

昨年実施されました職種の任用替え試験

におきまして、給食調理員が２名、合格

をされ、給食調理のほうから他の部署に

かわられるということがございます。合

計３名の方が調理業務の現場から離れら

れるということでございますので、それ

に基づきまして、今回、小学校のほうを

民間委託を進めさせていただくというこ

とでございます。

　この任用替え試験につきましても、行

財政改革にも載っておるものでございま

すので、市の方向といたしましては、４

次行革に基づき、民間委託を進めていく

ものでございます。

　続きまして、安全性の担保ということ

でございますけれども、安藤委員ご指摘

のとおり、文部科学省が示しております

衛生管理基準、また市が示しております

基準等、かなり市のほうも厳しい基準等

を示させていただいております。したが

いまして、その基準等に基づき、誠実に

業者の方々には業務を遂行していただい

ているところでございます。

　また、その分につきまして、業者のほ

うから報告書もいただいておるところで

ございますので、その点につきましては、

安全性を確保していけるものというふう

に考えております。

　それと、業者の選択の件でございます。

この３校につきましても、プロポーザル

方式をもちまして、今までの実績、また

人員の配置等の提案をいただきまして、

価格のみならず、そういった面を含めて

審査をしてまいりたいと考えております。

　冒頭の補足説明で部長のほうからもご

ざいましたが、より効率的な委託ができ

るように、３校をどのようにプロポーザ

ルで業者を決めていくかということも検

討に入れまして、業者の選定を進めてい

きたいという考えでございます。

　続いて、委託の検証ということでござ

います。この委託の検証会議につきまし

ては、鳥飼西小学校が委託された年から、

平成２０年から委託の検証会議というこ

とで、学校給食会におきまして、学校長、

ＰＴＡの方々、調理員、栄養教諭等が入っ

て委託の検証会議を続けておるわけでご

ざいます。

　この間、平成２４年度につきましては、

まだ来月、再来月ということで、検証会

議はまだ行っておりませんが、昨年まで

の委託検証会議の中でも大きな問題はな
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く、学校長も安心して任せられるといっ

たご意見等もいただいておるところでご

ざいますので、今後も引き続き、この検

証会議におきまして、委託業者の業務の

様子、調理、配膳、下膳、また、子ども

たちへの声かけ等、どういった形で変わ

りはないか、それ以上のサービスが向上

しているかということの検証を見ていき

たいというふうに考えております。

○森西正委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　ＩＣＴのほうは、ご説明

いただきまして、もう一つお聞きしてお

きたいのは、今回の委託については個々

のコーディネーターと摂津市が契約を結

ぶものではなくて、ある会社と結ぶんで

しょうか。会社との委託契約に基づいて、

その委託契約会社からコーディネーター

が派遣されてくるのか、それともコーディ

ネーターと直接、契約を結ぶのか。委託

なのか派遣なのかという点ですね。

　委託と派遣となると、給食の民間委託

の、委託と派遣、請負業務なのか派遣な

のか、ここ非常に線引きがなかなか難し

くて、学校現場では、かつては給食でも

そうですけども、請負が、実はその作業

の工程の中では請負ではなくて派遣だっ

たということで、業務の見直しを図られ

た自治体もありますし、ＡＬＴで、摂津

の場合は派遣でしたですかね、でも、１

年か２年ほど前、ちょっと問題化しておっ

たことがあると思うんですね。業務の指

示命令系統が、どんなふうになっている

のかということも、教育現場では非常に

重要な問題だと思いますので、その点に

ついても、最後に確認をしておきたいと

思います。

　それから、給食についてですが、これ

までも何度も議論をやっているわけです

が、３校同時にということですので、改

めておさらいをしつつ、やっていきたい

なと思うんです。

　民間に任せられるものは民間にという

ふうなお話でありました。サービスを低

下しないということでお話もありました

が、民間に任せても、非常に問題のある

という業務も当然あると思うんですね。

　私は、学校給食というような子どもた

ちの日々の食に関わる大事な事業、あわ

せて、今、学校給食法や食育基本法など

の制定によって、給食が教育の一環とし

ても非常に、そのあり方であるとか、位

置づけがされている中で、それを民間に

任せていっていいのかということで非常

に疑問に思っています。

　学校給食法では、学校設置者が直接、

給食を実施することを義務づけているわ

けですし、衛生管理基準においても、例

えば、万一、何か衛生上の問題が起きた

ときに、保健所の立ち入り等があれば、

これは民間業者ではなくて、学校設置者

の方が、当然、立ち入りも参加し、業務

改善の命令を受けるわけです。

　ただ、請負か派遣か、その辺のどこが

どう違うのかという点、非常に曖昧なの

で、厚生労働省が出していますよね。最

低限そういった見方をするべきではない

かということで、厚労省が出している３

７号告示ですかね。それから、それでも

なかなかわかりにくいということで、疑

義応答集も出ているかと思います。

　その中で、厚労省の３７号告示によっ

て、適切な請負契約なのかどうか。また

は、これは派遣にみなされて、今の状態

は偽装請負だというふうにみなされるか

どうか。その判断基準が、この厚労省の

３７号告示、それから疑義応答集の中で

示されているわけで、それに照らして摂

津の今回これまでやってきた民間委託、

それからこれからの民間委託が、適法な

請負委託契約で判断されると胸を張って
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言えるかどうかということを、私はぜひ

検証していただきたいというふうに思う

んです。

　適切な請負だとみなされるためには、

受託した企業が、労務管理上の独立性と

いうものと事業経営上の独立性という、

これが当然、確保されていないと、これ

は派遣ですよというふうに書かれている

んですね。

　労務管理上の独立性というのは、委託

先において労働者の配置等の決定をみず

から行うこと。業務遂行方法の指示を直

接行うこと。受託した業者が、直接、働

く調理員たちに指示をしなければいけな

いと。委託をしている摂津市のほうの摂

津市の責任者、栄養士や学校長、先生た

ちが、直接調理師に細かな指導をするこ

とはできない。

　しかも、これは口頭だけではなくて、

事前に、これは疑義応答集の設問７の中

に書かれていることで、これも以前やっ

たと思うんですけども、直接指示はしな

いけども、発注者作成の、発注者という

と摂津市ですね、摂津市作成の作業指示

書を請負事業主に渡して、そのとおりに

作業させていいのか。

　これ、先ほどご説明あった、細かい学

校衛生管理基準であるとか、調理作業マ

ニュアルであるとか、仕様書であるとか、

いろいろあると思うんですが、そういっ

たものを書面で指示を飛ばして、それを

やらせるということについて、どうなの

かという疑義応答集があって、それには

偽装請負だって疑いがあるというふうに

言われているわけです。その点はどう考

えているのか、聞きたいんですね。

　それから、事業経営上の独立性という

のは、給食業務の実施責任がどこにある

のかということで、当然、請け負った会

社が丸々その業務を、民法上も商法上も、

その他の法律を含めて責任を負うと。

　先ほど、もし万が一、食中毒等があっ

たときに、保健所が入ってきて、立ち入

りの立ち会いをしなさいと、業務の改善

命令を受けて、それを受けとめて、それ

を改善するというのは、もうその請け負っ

た会社が責任持ってやらなければ、この

事業経営上の独立性、給食業務の実施責

任を負っているとは言えないんですよね。

その点でも矛盾があるんじゃないかとい

うふうに思いますけど、その点どうなの

か。

　あわせて、もう一つ、単に肉体的な労

働力を提供するものではないこと。これ

は、言うたら自己責任の負担で、その事

業の目的を達するための必要な機械や設

備等を、自分のところでちゃんと準備す

ることができるということですね。資機

材等を発注者から、摂津市から借りたり

購入したりする場合は、請負契約ではな

くて、双務契約、お互いに双務契約で契

約を結んでいくことが必要だと。

　ましてや、調理室の賃貸契約とか、水

光熱費についても、自己負担、業者の負

担でやらないと、これは自己責任でやっ

ている請負とはみなせないんじゃないか

と。それがもし仮にできないとしても、

会社として給食の業務をやるノウハウを

持っているかどうかということが問われ

てくるわけですが、そのノウハウは、そ

の給食の請負の業者は、生かすんではな

くて、摂津市のマニュアルにほぼ沿って、

直営と何ら変わらないやり方でやっても

らうという点では、まさに単純な肉体労

働ですね。

　もちろん、個々の調理員さんの技術等

というのは別ですよ。その会社としての

企画であるとか、管理をしていくための

ノウハウを生かすことができないという

点でいうと、この３７号告示とか、疑義
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応答集で見る限り、今のやり方について

は、偽装請負の疑いが非常に濃くなって

くるんじゃないかなというふうに思うん

ですね。

　杉並区で裁判があって、調理業務の請

負契約について住民が訴訟を起こして、

契約差し止め訴訟と、それから当時の責

任者に対しての損害賠償という裁判が起

きたときには、東京地裁は、いや、偽装

請負にはならないという判断を下しては

いますけども、その中の条文等を見ると、

例えば、会社のノウハウを問われる場合

に、会社として専門家の調理師の免許を

持ってる、栄養士の免許を持ってるとい

う人が、最低何人、現場にいて、やるん

だよということをしているから、それは

クリアだよというような、非常に僕はちょっ

とおかしな解釈だなと思うんですけども、

そんなことを言うてはるわけですけども。

　そうすると、今度、そういった専門家

の方が本当に１年通して雇用され続けて

いるのか、現場に来ているのかどうか。

それから、衛生管理基準で言えば、野菜

の洗い方が事細かく指示が出ているわけ

ですが、それも独自のノウハウでやって

いくというようなことが問われてきます

し、そうなってくると、施設は自分たち

の使いいいような形でやらなければいけ

ない。となると、与えられたものの中で

やるというのは、これは業者にとっては

非常に厳しい話かなというふうに思うと、

非常に一つ一つ細かな問題を検証してい

くと、偽装請負の疑いもかけられる可能

性が非常に高いと言わなければならない

と思いますけど、その点はどのようにお

考えになっているのか、お聞かせをいた

だきたいと思います。

○森西正委員長　撰田課長。

○撰田教育推進課長　委託の内容に関す

る質問にお答えいたします。

　委託は会社と契約いたしますが、派遣

という形で行いたいというふうに考えて

おります。

○森西正委員長　岩見課長。

○岩見総務課長　いわゆる偽装請負とい

う問題がどうなんだということかと思い

ますけれども、平成２０年から鳥飼西小

学校を委託するときに、そういった議論

もかなりございました。

　給食調理が、いわゆる労働者派遣法に

抵触するのではないのか、また、労働派

遣事業と請負により行われる事業との区

分に関する基準として、先ほど安藤委員

のほうからございました厚労省の告示第

３７号で、労働者派遣事業と請負により

行われる事業との区分に関する基準、そ

れと労働者派遣事業と請負により行われ

る事業との区分基準の具体化、明確化に

ついての考え方が示されておるところで

ございます。

　それによりますと、委託した業者が請

負として認められるには、受託した業者

がみずから行う行為として、業務の遂行

に関する指示、労働時間に関する指示や

その管理をみずから行うもの、それと企

業における秩序の維持、確保などのため

の指示、その他の管理をみずから行うも

のであること。請負契約により請け負っ

た業務を、自己の業務として当該契約の

相手方から独立して処理するものである

ことなどなどが定められております。

　こららの点につきまして、当時の担当

者や課長が労働基準監督署に参りまして、

その見解も確認をしておるところであり、

現在の学校給食の安心・安全、安定的と

いう基本原則を守りつつ、調理業務を民

間委託することは可能であると、いけま

すということでのお答えをいただいたと

ころでございます。

　ですので、今後も、この契約締結に当
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たりましては、これらの条件等につきま

して、適正に行われるよう指示するとと

もに、また、業務の仕様書、契約書に明

記をし、これまでどおり運用に当たって

まいりたいというふうに考えております。

　あと、備品等の使用につきましては、

これは貸借契約等も締結しておりますの

で、この件についても問題はないという

ふうに認識しております。

○森西正委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　ＩＣＴについては、派遣

を受けるということで認識いたしました。

いずれにしても、ＩＣＴでかなりのお金

をかけてパソコンが入りました。地デジ

工事もされ、１億、２億円を超すお金だっ

たのかなというふうに思いますけども、

活用ができるようにしていただきたいの

と同時に、やはり学校の現場で学習指導

要領等も変わってきたり、それから学校

の様子も大変であったり、現場も非常に

人が本当に少ないというふうによくお聞

きします。現場は本当に大変な中で、新

たなＩＣＴと。本来であると、積み上げ

的に準備をして、機器を入れて活用して

いくというべきもののはずなんでしょう

けども、上物だけがドンと来て、それに

少ない人材の中でどうやるのかというこ

とを、押しつけられるという言葉は悪い

かもしれませんが、もちろん教育の向上

のためにやるということですから。

　ただ、その人的な保障がないままに進

めていってしまうことについては、やっ

ぱり現場の負担が大きくなればなるほど、

ひいては結局、子どもたちにしわ寄せが

行くということになりますので、その点

もぜひ考慮をしていただきながら、同時

に、コーディネーターの期間が終了した

後の検証をしっかりしていただいた上、

継続的な支援をしていただくことを要望

しておきたいというふうに思います。

　それから、給食についてですけども、

これはいろいろ確認をして、大丈夫だと

いうお墨つきをもらってやるということ

でありますが、仕様書の中身というのは

非常に事細かく出てるんですね。

　３７号告示と疑義応答集も、一応、基

準は多少具体的にはなってきていますけ

ども、しかし、個々の給食の調理業務の

中を見ると、非常に細かな作業が出てく

ると思うんですね。感染ウイルスから守

るために、今はドライ形式ですから、よ

くご説明いただきますけども、汚染され

てる部屋と汚染されてない部屋とで、そ

の辺のノウハウは摂津市が調理室を持っ

ているわけですから、摂津市がいろいろ

と直接指示をしなければいけないという

ことが当然出てくる可能性があると思う

んですね。

　それから、アレルギー対応についても、

以前にもご説明いただきましたけども、

本当に多種多様なアレルゲンが生まれて

いる中で、調理員や栄養士が、それに対

応できるように、できる限りの努力をし

ていただいている。本当にやりとりとい

うんでしょうか、打ち合わせというのは

非常に大事になってきます。その打ち合

わせをやればやるほど、仕様書を細かく

書けば書くほど、これが何かのすれ違い

と、偽装請負という告発を受ける可能性

が非常にある問題なんですね。

　もちろん私、この給食を安全・安心の

ための給食で、市が責任を持ってやると

いう点で、民間委託とはいえ、摂津市が

責任を持つ上では、細かく基準を設けて

いる摂津市の基準を守ってもらい、それ

をちゃんと約束どおりやっているかどう

かチェックをしたり、やるということは、

いわば当然のことだと思うんです。

　逆に、それをやらなければ、丸投げの、

食の安全を守ることができない、公的責
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任を放り出すことになって、それこそ私

たちも大問題だと言わなければならない

わけですが、それをやっておられるとい

うことは、市の公的責任をしっかり果た

そうとしているが上の、いろいろな指導

だと思うんですが、その指導をすればす

るほど、することについて偽装請負の疑

惑がかかってくるようなものというのは、

本来、労働者保護と、それから学校給食

をやるための目的、これを一緒くたに考

えること自体、相容れないものだと思う

んですね。それを無理やり、効率化とい

う名の下に持ち込んできているから、こ

んな問題が出てくるわけですし、自治体

によっては、労働局のほうからの指導が

あって、民間委託から直営に戻したり、

業務改善命令が出されたりしている自治

体もあります。

　業務改善命令が出れば、迷惑を受ける

のは子どもたちであったり、学校現場で

あったりするわけですよね。

　ひどいところは、埼玉県のある市なん

かは、そういった仕様書ですとか、市の

調理基準を守れとか、それから検証を受

けろとか、職員の研修をしなさいとかい

うようなことが偽装請負の疑いを、指導

を受けると、そこの市は何と、その民間

委託をやめるんではなくて、ああ、じゃ

あ、そういう指導を全部やめますといっ

て、当初の約束をほごにして、全部民間

に丸投げするような、本末転倒なやり方

をしてしまったような市もあるんですよ。

　そうなると、本当に摂津市の教育委員

会が摂津の子どもたちに、食の安全であ

るとか、食育を守るということができな

くなってしまうわけで、そんなことは摂

津市の教育委員会は、絶対にそういうよ

うなことはやらないというふうに思うわ

けですけども、そういったいろいろな複

雑な問題が出てくる可能性のある民間委

託を推し進めようとなると、本当に大変

だと、ここは言わなければならないわけ

です。

　そういう点では、直営で頑張っていく

と。今まだ、ほかに８校、直営で頑張っ

ていて、評判が悪いのではなくて、評価

は高いですよね。市民からの評判も高い。

子どもからも、おいしい給食だという声

が上がっているわけで、それは市のノウ

ハウとして、きっちりと守っていく必要

があるんじゃないかと。

　これ、民間委託が今後さらに職員が削

減されていく中で、退職者不補充であっ

たり、任用替えで調理員がいなくなって

しまうと、人を補充するのではなくて、

いなくなったら順繰り順繰り民間委託し

ていって、全体が民間委託のほうが大き

くなっていった場合に、今度は、その給

食の調理業務のノウハウであるとか、そ

れから安全を守るための主導権とか、そ

ういったものが逆に民間会社のほうに移っ

ていってしまう。そうなると、委託料金

の引き上げ、もしくはサービスの低下と

いうことにつながって、一番望まない形

になるということも将来的に見なければ

いけないと私は思うわけなんですね。

　そういう点でいうと、やはり直営に戻

す見直しの時期だと私は思いますが、再

度、そういうお考えはないか、この議論

を踏まえて、お聞きをしておきたいと思

います。

（「議事進行」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　先ほど安藤委員から、

脱法・違法行為があるんではないか、偽

装請負があるんではないかというような

質問があったときに、理事者側は、そう

いうことはないということでご答弁され

ておったわけですけど、そういうことが

事実としてあるんなら、これは非常に不
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名誉なことですし、その辺をしっかりと、

委員会として検証する必要があるんでは

ないか。

　そういうことを、もしか行うようなこ

とになっとるような状況であったら、こ

れはとんでもない話でありまして、その

点を検証する必要があるんではないかと

いうふうに思いますが、委員長のご判断

をお願いしたいと思います。

○森西正委員長　今、渡辺委員から議事

進行がありましたけども、委員会として

も、事実としてそういうふうなことがあ

れば、これはもう大問題でありますので、

その点、今、安藤委員からも質問ありま

したが、その辺どうなのかということも

含めて、答弁を。

（「休憩」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　暫時休憩します。

（午前１０時５５分　休憩）

（午前１１時　２分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　和島教育長。

○和島教育長　この学校給食の問題は、

私どもでは、やはり今日の財政状況の中

で、限られた財源の中で、民間に任せら

れるものは任せていくという、その観点

に立って、そしてそこで出てきた財源に

ついては、今日、耐震対策とか、いろん

な教育課題、教育上の課題が多くありま

す。多くの財源を必要とします。

　ですから、見直すべきところは見直し

て、民間に任すところは民間に任せて、

その財源を必要なところに充てていくと

いうのが基本的な考え方であり、この学

校給食につきましても、検討しました結

果、民間委託という形をとってまいった

ところでございます。

　そして、これは最初に導入しました鳥

飼西小学校の民間委託のときにも今と同

じ議論が、先ほども言いましたけども、

同じ議論が起こりました。偽装請負では

ないかとか、そのときにも、先ほどご質

問の中で出ておりました杉並区の訴訟の

問題も出ておりました。それについても

東京地裁のほうで「違法性はない」とい

う判決でございました。

　そして、また先ほど岩見課長も答弁い

たしておりますように、教育委員会でも

導入に際しては、労働基準監督署のほう

にも、こういう形で契約して、この事業

を進めていくけれどもということで判断

を仰いで、「違法性はない」という、はっ

きりした判断をいただいております。そ

ういう上に立って、今日までこの民間委

託の学校給食を進めてきました。

　そして検証についても、見ておられる

かもしれませんけれども、年に４回です

か、検証もさせていただいております。

保護者の方、調理員、担当者等で検証し

て、調理現場にも入って、その状況を見

て、しっかりした安全・安心の給食が提

供できるという自信を持っております。

　そして、今日まで何ら問題も起こらず、

子どもたちもおいしく食べているとの、

そのような報告を受けておりますので、

私どもでは今後も、先ほど来、説明いた

しております学校給食の民間委託、これ

につきましては、適法という判断の下に

今後も続けてまいりたいと考えています。

○森西正委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　教育長のほうからお話が

ありました。胸を張って適法だとおっしゃ

いましたけども、胸を張られへんと僕、

思うんですよ。給食の中身がいいとか、

おいしい給食でチェックもできてるんだ

と、それは胸を張っていただいていいと

思うんです。仕様書の中身を見ても、本

当、事細かに作業手順をチェックして、

それをやるんだと。仕様書で契約したら

ええんやと、労働基準局のほうがいいと
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いうふうに言うてるから、それで適法な

んだとおっしゃられるかもしれませんけ

ども、今後、じゃあ、ずっとこれが適法

だと認められるかどうか、それはわから

ないんです。

　なぜかというと、やり方によっては、

やり方によっては適正な請負なのか、ひょっ

としたら脱法的な派遣業務なのか。この

判断基準を示すための３７号告示と疑義

応答集があって、その判断基準に基づい

てでしか偽装請負じゃないってことを証

明できないわけですから。

　そのために、本来、直接指導したいの

に、それをできないと。わざわざ迂回し

て会社を通してやらなきゃいけない。細

かい作業についても、書面でしかやりと

りができないということになっていて、

安全・安心という一番私たちが大事にし

ている給食の目的を果たす上で、いろい

ろなシステム、作業をやる上で、偽装請

負ということで告発されてしまうという、

こんな不幸なことはないわけです。

　私が今、偽装請負のここがこうだとい

うことじゃなくて、偽装請負の可能性が

十分はらんでいるやり方だよということ

を私は指摘しているわけで、そういうや

り方を、今後さらに胸を張って続けていっ

てしまっていいのかと。検証会議でも、

じゃあ、その偽装請負にならない指示命

令系統はどうなのかというところまで、

じゃあ、細かく検証作業をやられている

のかどうか。

　安全な給食のために、こういうやりと

りはできてますよと、それは書いてあり

ます。子どもたちの配膳も非常にできて

るし、子どもたちの声かけもできていて、

何も今の民間受託業者がとんでもないと

いうことじゃなくて、よくやっていただ

いていると私も思っています。

　ただ、それをやることで、または偽装

請負になるかどうかというようなことで、

本来、調理員とか、受託会社とか、栄養

教諭の方々が、そんなことやらなくても

いいようなことまで、チェックをしない

と偽装請負じゃないということを胸張っ

て言えないようなシステムを、摂津市が

このまま、どんどん広げていっていいの

かということを私は言いたいわけです。

そのことは、ぜひ意見として申し上げて

おきたいと思います。

　終わります。

○森西正委員長　ほかにございませんか。

　大澤委員。

○大澤千恵子委員　先ほどの安藤委員の

質問の中の学校給食調理業務等委託事業

の件なんですけれども、私は、鳥飼西小

学校をされて、次の段階で鳥飼北小と、

それから味舌小とされる、委託のほうを

進めていかれるということですので、そ

れに関しましては、いろんな検証委員会

をされているという中で進めていただけ

たらいいなというふうに思っております。

　ただ、財政状況が厳しい中で、先ほど

教育長も言われましたように、限られた

財源の中で、じゃあ、どれだけ、今度さ

れる鳥飼北小と味舌小が、財政的にどれ

くらいのコストが、いわゆる今の現状よ

りも浮いてくるのか。そういったことを

お聞かせいただきたいということと。

　それから、年に４回の検証ですね、こ

れで逆に業務委託にして、私、よかった

点というのも必ずあると思うんですね。

そのあたりを検証されたところで、この

委託にしたから、こういうところがよかっ

たんだよというようなことが、もし今、

この現状であれば、それだけお聞かせい

ただきたいなというふうに思います。

○森西正委員長　岩見課長。

○岩見総務課長　今回、新たに行います

味舌小学校の調理業務委託をした場合、
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どれくらいの削減になるかということで、

今現在、味舌小学校のほうには、正規の

職員が３名、非常勤の職員が３名という

ことで配置をさせていただいております。

　正規職員１人当たり、平均になってま

いりますけども、８００万円ということ

で考えますと、３人で２，４００万円。

非常勤職員が、夏休み等がございますの

で、１人当たり年間約１５０万、これが

３人で４５０万で、２，８５０万円、年

間かかるところを、今回、補正でお願い

してます債務負担行為では、１校、約２，

２００万円ということでございます。

　また、これ２，２００万円は限度額で

ございますので、プロポーザルによって、

この金額からまだ下がろうかと思います

けれども、それと比較しますと、年間、

約６５０万円程度、コストが削減される

ということでございます。

　それと、民間委託にしてよかった点と

いうことでございますけれども、やはり

今まで直営で配置しておりましたよりも、

多くの職員の方を配置していただいてお

ります。また、その多くの人ですけども、

一番調理業務の忙しい午前中の時間帯に、

集中して入れていただいておるというこ

とで、子どもたちへの配膳時の声かけ等

も十分にしていただいていることもござ

いますし、あと、それだけの方々でして

いただいておりますので、職員の方が急

なご病気とかでお休みになった場合でも

十分対応できるというような状況がかな

りメリットとして出てきているのかなと

いうふうに考えます。

○森西正委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　わかりました。とり

あえず今の状態で４回の検証をされてい

るということでございますので、先ほど

岩見課長のほうからおっしゃっていただ

きました良い点というのをもう少し、やっ

ぱり全面的に出していくということと、

それからデメリット、こういうところは

やはり気をつけたほうがいいなというこ

とは、これから先ほど安藤委員もおっしゃっ

てましたけれども、そういったことも含

めて、今後、検証していくべきことでは

あるかなというふうに思っておりますの

で、よろしくお願いします。

○森西正委員長　柴田委員。

○柴田繁勝委員　今、安藤委員、そして

また大澤委員からいろいろ聞かされて、

最終的に岩見課長、それから教育長の答

弁もありました。

　私は、基本的に今日の現況の中で民間

委託という方向へシフトしていくという

ことは、それはそれなりの意義があると

思います。

　ただ、今、細かいことで直営と民間と

の間で、やっぱりいろいろな格差がある

のではないか、また、そのさっき言われ

た偽装請負ですか、そういうことにつな

がるのではないかと。いろいろな疑念と

いいますか、そういうものは、ここだけ

はなしに、一般論としてあるということ

も事実だろうというふうに思います。

　しかし、摂津市は、現状の中でこうし

て今回３校、また民間委託にやっていた

だくということですので、私はこの方法

は堅持してもらう必要があるということ

です。

　ただ、ここで一つ出てきたのは、正規

の方であれば、年間８００万円ぐらいと。

パートの人でしょう、同じ時間帯を働い

ているとは思いませんけれども、１５０

万円と。

　ここでいつも出てくるのは、派遣だと

か、民間だとかいう中で、こういうとこ

ろで働かされてる労働者が非常につらい

思いといいますか、いろいろなことで格

差がつけられてると。今、日本が、たと
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え正規であろうと非正規であろうと、社

会保険であり厚生年金であり、同じよう

なやはり境遇の中で働けるような体制を

つくっていかなきゃならないと。そうい

うことをしないと、いつまでも格差社会

が出て、こういう状態が起こってくると

いうことをよく言われていますし、私も

そのとおりだと思うんです。

　こうして民間で気持ちよくやっぱり仕

事をしていただく方に、まず、子どもに

とってどういうサービスがいいのか、一

声のかける言葉、愛情ある仕草、その他

いろいろが正規よりもずっとよくなった

よと、民間の人のほうが、ずっといいよ

と。

　一例挙げましたら、過去に電話の交換

なんかの業務で、民間にしたほうが非常

に何かこう良くなって、どないなりまし

たんてなことを、摂津市もですよ、言わ

れたことがあるんですよ。だから、民間

のやっぱり良さというものを生かしても

らって、その中で、今言われるような労

働問題だとか、いろいろな検証ですね、

これは十分にしていただきたい。

　ここで一つお願いしたいことは、うち

からは、そういう違法な偽装だとか、脱

法だとかいうことは出さないんだという

ような気持ちを、きちっと一遍、担当の

ほうから、その辺の責任あることを述べ

ていただければ、私はこの民間委託とい

うものを進めていただく意義はあると思

います。

○森西正委員長　和島教育長。

○和島教育長　先ほどもお答えいたして

おりますけれども、この問題、私どもで

は、きっちりと法に基づいて民間委託に

よる安全・安心な学校給食の提供に努め

ていきたいと思っております。

　それで、今おっしゃいましたように、

これはもう市全体でいつも言われている

ことであり、市長も言われておりますけ

れども、やっぱり今の時代ですから、地

方公務員として、先ほどの金額の違いと

か言われましたけれども、そういう恵ま

れた労働環境にある中で、一人一人の職

員がどういう心構えでこの業務をしてい

くんだ、市民サービスに努めていくんだ

ということは大きな課題でありますので、

私たち摂津市の職員全員が、このことを

いつも十分意識しながら業務に努めてま

いりたいと考えております。

○森西正委員長　ほかにございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　以上で質疑を終わりま

す。

　暫時休憩します。

（午前１１時１７分　休憩）

（午前１１時１９分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　討論に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　討論なしと認め、採決

します。

　議案第４４号所管分について、可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○森西正委員長　賛成多数。

　よって本件は可決すべきものと決定し

ました。

　これで本委員会を閉会します。

（午前１１時２０分　閉会）

－16－



委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

文教常任委員長 森 西 　 正

文教常任委員  安 藤 　 薫
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